
つ＇心窯 録 。1
:.:: 

群よりも古く、第155号

竪穴式住居跡よりも新

しし ‘o

出士遺物は、土師器

坑（ l)、須恵器高台付

椀の他、柱穴からわず

かに土師器・須恵器の

破片が出土した。

lは、土師器の杯A

IIである。

2は、須恵器 (HS)

の高台付椀である。

第41号掘立柱建物跡

（第526図）

I -15 • 16、J-15• 

16グリッドで確認され

た。第41号掘立柱建物

跡の周辺は、小穴・士

堀が集中し、当該柱穴

の確認に手間取った。

北 ・東側は、調査区外

のため確認できなかっ

たが、梁行き 2間X桁行き 3間の建物（三問屋）と推

定した。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴の覆土は、

礫混じりの黒色土であった。柱穴は、長径0.26mX短

径0.52mX深さ0.19mを測る。

棟方向はN-85°-Eを指す東西棟であった。規模

は4.82m X3. 08mの建物となる。柱心心間の距離は、

図の通りである。

第415表 第42号掘立柱建物跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A w H 120 2.8 71 B,E,H 

2 坪 A IV H 11.8 3.6 6.0 B,E,H 

3 椀 NS 127 2.9 6.7 B,E,H 

4 高 台付椀 K 7.0 B.E,H 

土

•一］

3.47 

遺構の切り合いは、 I -16土壊群や第40号掘立柱建

物跡と複雑に重複するが、当該掘立柱建物跡がもっと

も新しい。

出士遺物は、柱穴からわずかに土師器・須恵器の破

片が出土した。

第42号掘立柱建物跡 （第527図）

S-14 • 15、T-14• 15グリッドで確認された。遺

構構築面は、砂利層の上面であったため遺構の確認は、

大変困難を極めた。梁行き2間x桁行き3間の身舎の

四面に庇のつく建物（三間四面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、南北軸のやや長方形の掘りかたであ

った。柱穴は、長径0.89m X短径0.74m X深さ0.61m 

焼成 観轄 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡 橙 40 P-14 

普 通 淡 橙 20 P-10 

良 好 灰 白 80 

良 好 灰 白 20 被熱
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を測り、比較的大形であった。他の三間四面の建物に

比較すると、掘りかたの深さが浅かった。

P 3 • 4 • 5には、身舎の内側に小形の柱穴が接し

て確認された。床束穴と推定した。また身舎の屋内の

棟筋に沿って、 4寸辰りの柱穴が確認でき、これも床束

穴と判断した (P11 • 12)。なお身舎の棟筋の柱穴は、

円形で小振りであった。このことから他の側柱穴では、

床束は確認できなかったが、身舎には、床が貼られて

いたことが確認できた。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、長径Q.59m X短径Q.56m X深

さ0.52mを測り、小形であった。身舎・庇とも柱穴の

掘りかた内には、拳大の礫や粘性の強い黒色士が、堅

＜充填されていた。身舎の柱痕跡は、遺構確認面から

すでに確認でき、断面観察でも立ち腐れ状態で確認で

きた。

須恵器の破片が出士した。

1 • 2は、土師器の杯ANである。 2は底部が欠損

している。

3は、須恵器（NS)の椀である。

4は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみである。

第43号掘立柱建物跡（第528図）

P-16・17、Q

-16 • 17グリッド

で確認された。第

43号掘立柱建物跡

の周辺は、 比較的

遺構が疎らであっ

たが、遺構確認面

は、礫層上面のた

棟方向は、 N-

3 ° -Wを指す南

北棟であった。規

模は、身舎だけで

も7.5mx4.46mを

測 り、四面の庇を

含めると12.2 m X 

9.08mとなる。柱

心心間の距離は、

図の通りである。

遺構の切り合い

は、第178号竪穴式

疇跡よりも古く、

第175号竪穴式住居

跡よりも新しい。

出土遺物は、柱

穴から土師器杯

(1 • 2)、須恵

器の杯（ 3)、高

台付椀 （4)の他、

わずかに上師器 ・

第528図 第43号掘立柱建物跡
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第529図 第44号掘立柱建物跡 ・出士遺物

1
6
7
3
 

Q
E
ふ

＋
 

B 

p15 
B' 

C 

只

言 □///////̀'／／二疇 冒宣
言

冒こ
C 66.0 

□ 二
ミ

へ ：

第44号掘立柱建物跡

l 暗褐色士 焼土を少量含み、礫を含む

2 暗灰褐色土焼土を微旦含み、砂利を少愛含む

3 灰褐色土砂利主体

4 褐色土焼土、炭、礫を含む

5 暗灰褐色土 焼土を微量含み、砂利、灰臼色粘土を部分
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第416表 第44号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器商 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 C H 121 3.6 52 B,D,H 普 通 黄 橙 40 

2 坪 C H 140 2.7 71 B,E,H 普 通 黄 橙 20 P-4 

3 高台付椀 NS 6.7 B,E,H 良 好 灰 白 30 p-19墨書

4 高台付皿 K 14.6 B,E,H 良 好 灰 白 10 P-19 
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め当該柱穴の確認に手間取った。梁行き 3間x桁行き

3間の建物（方三間屋）と推定した。

柱穴は、円形の掘りかたであった。 柱痕跡は黒色土

で確認しやすく、掘りかた内には、砂利を主体とした

粘質土が充填されていた。柱穴は、長径Q,94m X短径

0.68m X深さ0,41mを測り、比較的大形であった。

棟方向は、 N-2°-Eを指す。規模は7.28 m X 

7,25mの建物となる。柱心心間の距離は、図の通りで

ある。

遺構の切り合いは、第537号土激より古く、第44号

掘立柱建物跡より新しい。

出土遺物は、柱穴からわずかに土師器・須恵器の破

片が出土した。なお第43号掘立柱建物跡の西側 (P-

16 -17、Q-16• 17)で大量の土器が出土していたが、

本遺構との関わりは確認できなかった（グリッドの出

這物参照）。

第44号掘立柱建物跡（第529図）

Q-16 • 17、R-16• 17グリッドで確認された。遺

構構築面が、砂利層の上面だったため、遺構の確認に

大変困難を極めた。梁行き 2間X桁行き 3間の身舎の

三面に庇のつく建物（三間三面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、円形の掘りかたであった。床束は確

認できなかった。長径0.91m X短径0.6mX深さ0.63m

を測り、比較的大形であった。庇の柱穴は、 0.61m X 

短径0.54mX深さ0.35mを測り小形であった。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。身舎・庇とも柱穴の掘りかた内には、

拳大の礫や粘性の強い黒色土が、堅く充填されていた。

身舎の柱痕跡

は、遺構確認

面から確認で

きた。断面観

察でも柱痕跡

は確認できた。

棟方向は、

N-5°-Wを

指す南北棟であった。 規模は、身舎だけでも6.48m X 

4. 73mを測り、 三面の庇を含めると10.4mX8.97mと

なる。柱じ心間の距離は、図の通りである。

遺構の切り合いは、第43号掘立柱建物跡よりも古い。

出士遺物は、柱穴から土師器杯（1• 2)、須恵器

の高台付椀（3) ・皿（4)、鉄製品（5)の他、わ

ずかに土師器・須恵器の破片が出土した。

1 • 2は、土師器の杯Cである。 2は底部が欠損し

ている。

3は、須恵器 (NS)の高台付椀である。底部外面

に墨書「床」がみられる。底部のみである。

4は、灰釉陶器の高台付皿である。底部が欠損して

し、る。

5は、棒状鉄製品である。

第45号掘立柱建物跡 （第530図）

Q-17 • 18、R-17 • 18グリッドで確認された。遺

構構築面が、砂利層の上面だったため、遺構の確認に

大変困難を極めた。梁行き 2問X桁行き 3間の身舎の

南に一面庇が付く建物（三間一面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、円形の掘りかたであった。長径0.89

rn X短径0.81 rn X深さO.56 rnを測り、比較的大形であ

った。庇の柱穴は、 0.77 rn X短径Q.59m X深さO.52 rn 

を測り小形であった。

庇の柱は、身舎の南妻の柱と対になるように揃え掘

られていた。身舎 •庇とも柱穴の掘りかた内には、拳

大の礫や粘性の強い黒色土が、堅く充填されていた。

身舎の柱痕跡は、遺構確認

面から確認できた。断面観

察でも柱痕跡は確認でき

た。

棟方向は、 N-3°-W 

を指す南北棟であった。規

模は、身舎だけでも7.42m

x4. 74mを測り、庇を含め

ると9.82mX4.74mとなる。

柱心心問の距離は、図の通
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りである。

遺構の切り合いは、第44よりも古く、第46号掘立柱

建物跡よりも新しい。

出土遺物は、柱穴から士師器坑（l)、須恵器の蓋

(2) の他、わずかに土師器・須恵器の破片が出土し

た。

1は、土師器の杯Bである。底部が欠損している。

2は、須恵器 (NS)の蓋である。紐のみである。

3は、須恵器 (NS)の長頸壷である。底部が欠損

している。

第530図 第45号掘立柱建物跡・出土遺物
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1 暗褐色土焼土を微量含み、灰

褐色粘土プロックを含む

2 暗黄褐色土 暗褐色土を部分的

に少量含む粘性あり

3 灰褐色土石、小礫、砂主体

4 暗褐色土焼土、炭を微量含み、

礫を多量に含む
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第417表 第 45号掘立柱建物跡出土遺物観察表

1

2

3

 

号番

一

杯

長

器

蓋

頸

種

冒

壷

種別

H 

NS 

NS 

口径

15.6 

12.5 

器高 鍔 底径 胎土

B.D,E,H 

B,E,H 

B,E,H 

＿

普

普

良

焼

＿
通
通
好

成 鞘輯 色

淡

橙

灰

調橙
残存

10 

90 

出土位置その他

p-8 

P-3 

p-18-4, 3 
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第531図 第46号掘立柱建物跡 ・出士遺物
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2 暗褐色土焼土、炭を微量に含み、砂利を含む

3 暗黄褐色土地山主体砂利を含む
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第418表 第46号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番t!:器A頚旧種；I手でIJI :：： I器高I鍔 I底径I::] 土 I ：焼 成：I庫尉櫨［：ご：：：I残王I;::8土位置その他
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第46号掘立柱建物跡（第531図）

Q-18、R-17 • 18グリッドで確認された。遺構構

疇 iが、砂利層の上面だったため、遺構の確認は大変

困難だった。梁行き 2間x桁行き 3間の身舎の南に四

面庇が付く建物（三間四面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、円形の掘りかたであった。長径0.95

mX短径Q.74m X深さ0.62mを測り、 比較的大形であ

った。庇の柱穴は、 0.61 m X短径Q.56m X深さ0.39m

を測り小形であった。 P4 • 5は、第45局掘立柱建物

跡に切られていた。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように掘られていた

が、やや不揃いだった。身舎・庇とも柱穴の掘りかた

内には、拳大の礫や粘性の強い黒色土が、堅く充填さ

れていた。身舎の柱痕跡は、遺構確認面から確認でき

た。断面観察でも柱痕跡は確認できた。

棟方向は、 N-6°-Eを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけでも6.75mX4.78mを測り、庇を含め

ると10.54mX7.84mとなる。柱心心間の距離は、図の

通りである。

遺構の切り合いは、第45号掘立柱建物跡、第195号

竪穴式住居跡よりも古い。

第419表 第47号掘立柱建物跡出土遺物観察表

口1 耳 種 I種別 I 口径 I器高 I 鍔 I底径 I 胎

皿 I K 4.7 I B, E, H 

土

出士遺物は、柱穴か

ら上師器甕（l)、須恵

器の長頸壷（2)の他、

わずかに土師器 ・須恵

器の破片が出土した。

1は、士師器の甕で

ある。胴部上位以下が

欠損している。

2は、灰釉陶器の長頸壷である。胴部のみである。

第47号掘立柱建物跡 （第532図）

P-16・17、Q-16・17グリッドで確認された。第

47号掘立柱建物跡の周辺は、比較的遺構が疎らだが、

遺構確認面は、礫層上面のため当該柱穴の確認に手間

取った。梁行き3間x桁行き 3間の総柱の建物（方三

間倉）と推定した。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱痕跡は黒色土

で確認しやすく、掘りかた内には、砂利を主体とした

粘質土が充填されていた。柱穴は、長径0.82mX短径

Q. 65m X深さ0.41mを測り、 比較的大形であった。

棟方向は、 N-1°-Wを指す。規模は6.85m X 

5.53mの建物となる。柱心心間の距離は、図の通りで

ある。

遺構の切り合いはみられないが、南側が、砂和l採集

によって削られている。

出土遺物は、柱穴から須恵器の耳皿 （1)が出土し

た。

1は、灰釉陶器の耳皿である。

第48号掘立柱建物跡 （第533図）

H-11 • 12グリッドで確認された。第48号掘立柱建

物跡の周辺は、比較的遺構が疎らだが、遺構確認面が

礫層上面のため、当該柱穴の確認に手間取った。梁行

焼成 1甑轄 1 色調 1残存

良好 やや浪灰 50

出土位置その他
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第532図 第47号掘立柱建物跡・出土遺物
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き2間x桁行き 3間の建物（三間屋）と推定した。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱痕跡は、黒色

土で確認しやすく、掘りかた内には、砂利を主体とし

た粘質上が充填されていた。柱穴は、長径0.47mX短
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第47号掘立柱建物跡

l 暗灰褐色土砂利主体焼土を微量含む

2 暗灰褐色土砂利層

3 暗灰褐色土 白色粒子を多量に含む砂質

4 暗褐色土砂を少量含む粘性あり
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径Q.47mX深さ0.34mを測り、やや大形であった。

棟方向は、 N-2°-Eを指す南北棟であった。 規

模は5.47mX3.5mの建物となる。柱心心間の距離は、

図の通りである。

第420表 第48号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番］］高器台付種illlI矛i：ljI :3:I竺：I鍔 1::IB :iH 土 1良焼竺［子1輛櫨Il炎色 調灰1残8：I。_]:1:：：の他
第421表 第49号掘立柱建物跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 1重さ（g） 1 型式 1 欠損分類 1 写真番号 出土位置その他

1 Iにぶい赤褐 I100 3.7 2.0 0.3 17.1 I B 1 I a 69 
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第533図 第48号掘立柱建物跡 第534図 第48号掘立柱建物跡出土遺物

Q庫謬； 。:1

m—ぷ＝＾＼＼＼＼ヽ、ぐ~

0
・9
9
 8
 

支

：
 
0 5cm 
l l 

A 66.0 A' 

9: 
吐6.0 旦

虐，／／／二讐言言冒

第48号掘立柱建物跡

l 暗褐色土焼土、炭化物を少

量含み、砂利を含む

2 暗褐色土 粘性あり

3 暗褐色土焼土炭、砂を少量

含む

4 暗褐色土焼土、炭を少呈含

む砂利、灰白色粘土を部分的に

含む粘性あり

0 2m 
| l l 

わずかに土師器•須恵器の破片が出土した。

1は、灰釉陶器の高台付lII1である。底部外面に墨書

「床」がみられる。

遺構の切り合いは、第49号掘立柱建物跡より新しい。

出士遺物は、柱穴から灰釉陶器高台付皿 （1)の他、

第535図 第49c::,掘 ＇ ぢ出J.L柱建物跡 ・出士遺物

u I 町

月、一〗
s-2 

庄B' 暑閾
A 66.0 只
胃

4 1 3 冒言2 I量言疇胃A' 第I49号掘立柱建物趾暗褐色土焼土炭を微量含み

砂利を含む

， 2 暗褐色土礫主体

｀ 
冒

3 暗灰褐色土礫を含む

4 暗褐色土焼土、炭化物 礫

を含む ヽ

゜
4m 

0 l 2l cm 
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第536図第50号掘立柱建物跡
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第49号掘立柱建物跡

（第535図）

0-17 • 18、P-17• 

18グリッドで確認され

た。第49号掘立柱建物

跡の周辺は、比較的遺

構が疎らだが、遺構確

認面が礫層上面のため、

当該柱穴の確認に手間

取った。梁行き 2間x

桁行き 3間の建物（三

問屋）と推定した。

柱穴は、円形の掘り

かたであった。柱痕跡

は、黒色土で確認しや

すく、掘りかた内には、

砂利を主体とした粘質

土が充填されていた。

柱穴は、長径Q.69m X 

短径0.6mX深さ0.39m

を測り、やや大形であ

った。

棟方向は、 N-79° 

-Wを指す南北棟であ

った。規模は、 5.65m 

x4.2mの建物となる。柱心心問の距離は、図の通り

である。

遺構の切り合いは、第48号掘立柱建物跡より古く、

第50号掘立柱建物跡より新しい。

出上遺物は、柱穴から士錘（1)の他、わずかに土

師器・須恵器の破片が出土した。

1は、士錘である。

第50号掘立柱建物跡（第536図）

0-18 • 19、P-18• 19グリッドで確認された。砂

利層の上面に堆積した、大量の炭化物と土器片を含む

厚さ15cmの焼土層を除去して、第50号掘立柱建物跡は

確認された。この焼土層は、第50号掘立柱建物跡が、

火災によって倒壊した際に形成されたと判断した。

梁行き2間x桁行き3間の身舎に、四面の庇がつく

建物 （三間四面屋）が検出された。

身舎の内側には、径80cm前後、深さ20cm程度の円形

の士壊状の落ち込みが、 14基あった。とくにP29・30・

31 • 32の中には、須恵器の大甕が据えられていた。 P

32の大甕などは、 P4の柱にもたれ掛かるように確認

された。またP38• 39の周辺は、厚くこの焼土層が堆

積し、図の須恵器・灰釉陶器などが、大量に出土した。

地面に直接甕が据えられていた状況から、床を貼らな

い士間であった可能性を指摘できよう。

身舎の柱穴は、南北軸のやや方形の掘りかたであっ

た。柱穴は、長径1.48mX短径1.21 m X深さ1.06mを

測り、大形であった。他の三問四面の建物に比較する

と、掘りかたが最も深かった。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、長径0.74m X短径0.64m X深

さ0.52mを測り、小形であった。身舎・庇とも柱穴の

掘りかた内には、拳大の礫や粘性の強い黒色土が、堅

＜充填されていた。身舎の柱痕跡は、遺構確認面から

すでに確認でき、断面観察でも上部に炭化物が残って

し、た。

棟方向は、 N-2°-Wを指す南北棟であった。規
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第537図 第50号掘立柱建物跡出土遺物 （1)
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第538図 第50号掘立柱建物跡出士遺物 (2)
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第539図 第50号掘立柱建物跡出土遺物 （3)

——— 
- _ 

51 

52 

゜
10cm 

模は、身舎だけでも8.36m X5. 38mを測り、四面の庇

を含めると13.59 m x 10. 52 mとなる。柱心心間の距離

は、図の通りである。

遺構の切り合いは、第192• 193号竪穴式住居跡、第

49号掘立柱建物跡よりも古く、第51号掘立柱建物跡よ

りも新しい。

出土遺物は、焼士層中から土師器杯(1~8)皿（9）、

須恵器蓋（10)、高台付椀 （14• 15)灰釉陶器高台付

椀（ll~13)高台付皿（16~21)段皿 (22• 23)小瓶

(24)、士師器甕（25~27)、灰釉陶器把手付瓶 (28~

33)、須恵器・灰釉陶器長頸壷(34~48)、須恵器鉢(49)、

灰釉陶器短頸壷（50)、須恵器長胴甕 (51~54)、須恵

器大甕（55~60)が出土した。柱穴からは、わずかに

士師器•須恵器の破片が出土した。

1から 8は、土師器の杯Nである。 9は、土師器の

皿である。

10は、須恵器（S)の蓋である。 14• 15は、高台付

椀である。 14は、須恵器 (NS)である。 15は、須恵

器（S)である。 10は口縁部が欠損している。

llから13は、灰釉陶器の高台付椀である。 16から21

は、灰釉陶器の皿である。 22• 23は、灰釉陶器の段皿

である。 11は口縁部と底部、 12• 16は口縁部、 18• 19 • 

22 • 23は底部が欠損している。 13• 20 • 21は底部のみ

である。
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第540図 第50号掘立柱建物跡出土遺物 (4)

24 • 35から40• 46から48は、灰釉陶器の長頸壷であ

る。 24• 37から39は口縁部のみ、 35は頸部のみ、 46は

底部のみである。 36は口縁部と胴部中位以下、 40は胴

部中位以下、 47• 48は胴部中位以上が欠損している。

25から27は、土師器の甕である。 25は、甕BIIaで

ある。 26は、甕Billaである。 27は、甕BIIbである。

0 10cm 
l l 

25 • 26は底部、 27は胴部中位以下が欠損している。

28から33は、灰釉陶器の手付瓶である。 28• 29は把

手のみである。 30から33は底部のみである。

34 • 41から45は、長頸壷である。 34は、須恵器 (H

s)である。 41から45は、須恵器（S)である。 34は

口縁部のみ、 41は把手のみ、 45は底部のみである。 42• 
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第541図 第50号掘立柱建物跡出士遺物 （5)
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0 10cm 
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第542図 第50号掘立柱建物跡出土遺物 (6)

44は底部、 43は胴部下位以下が欠損している。 45は黒

色の付着物が胴部内面に確認できる。

49は、土師器の鉢である。 胴部中位以下が欠損して

し、る。

50は、灰釉陶器の短頸壷である。 胴部中位以下が欠

損している。

51 • 53 • 54は、須恵器 （S)の甕である。 51は口縁

部のみである。 54は口縁部が欠損している。

52は、灰釉陶器の甕である。 胴部中位以下が欠損し

てし、る。

57 

0 10cm 
I I 

55から60は、須恵器

(S) の大甕である。

55は口縁部と胴部中位

以下、 56は底部、 57は

胴部中位以下、 58は胴

部中位、 59は胴部下位

以下が欠損している。

第51号掘立柱建物跡

（第544図）

0 -19、P-19グリ

ッドで確認された。第

50号掘立柱建物跡の柱

穴を調査中に、当該掘

立柱建物跡の柱穴を確

認した。

梁行き 2間x桁行き

3間の建物（三間屋）

が検出された。

柱穴は、やや方形が

かった円形の掘りかた

であった。柱穴は、長

径1.28m X短径1.06mX 

深さO.95mを測り、中

堀遺跡内の三間四面の

建物に匹敵した大形の

柱穴であった。

疇跡は、遺構顧認面からすでに事忍でき、 断面観

察でも上部に炭化物が残っていた。

棟方向は、 N-80°-Wを指す東西棟であった。規

模は、身舎だけでも7.24mx4.8mを測る。

遺構の切り合いは、第50• 52号掘立柱建物跡よ りも

古い。

出土遺物は、柱穴から須恵器杯（1)が出土した。

この他、わずかに土師器・ 須恵器の破片が出士した。

1は、須恵器 (S)の椀である。底部が欠損してい

る。
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第422表 第50号掘立柱建物跡出土遺物観察表 （1）

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 11.6 3.2 6.5 B,E,H 普 通 明赤橙 60 
2 坪 A w H 11.4 37 8.1 B,H 普 通 暗 茶 30 P-18-4 
3 坪 A w H 12.2 33 7.2 B,E,H 普 通 淡 橙 70 P-18-2 
4 坪 A N H 10.7 34 5.7 B,D,E,H 普 通 暗茶褐 40 P-7 
5 坪 A w H 12.2 3.8 7.1 B,E 普 通 黄 橙 90 S0-1 
6 坪 A IV H 12.3 36 7.2 B,D,E,H 普 通 灰 30 P-28被熱
7 坪 A IV H 12.2 2.9 7.8 B,E,H 良 好 二衷 橙 70 p-13 
8 坪 A w H 10.8 31 6.3 B,D,E,H 普 通 ‘ 一 げ茶 30 s0-1 ， llil H 17.8 1.8 103 B,E,H 普 通 黄 橙 50 P-18-2 
10 蓋 s B,E,H 良 好 灰 白 30 P-17 
11 高台 付椀 K 59 B,E 良 好 灰 白 20 P-18-4被熱
12 高台 付椀 K 6.1 B,E,H 良 好 灰 白 10 P-8 
13 高台付椀 K 63 B,E,H 良 好 灰 白 100 P-10被熱痕
14 高台 付椀 NS 11.8 4.8 51 B,E,H 良 好 黄 灰 25 P-18-4, Pl2 
15 高台 付椀 s 128 55 5.7 B,D,H 良 好 褐 灰 40 P-18-4, P2 

16 高 台付ll!l K 71 B,E 良 好
灰 白

30 P-18-4 
（やや黄味）

17 高台付皿 K 150 2.7 72 B,E,H 良 好 灰 白 80 0-18-4 P7 

外一灰白。
18 高台 付皿 K 15.7 B,E,H 良 好 内ーオリー 20 P-18-2 

ブ灰

19 高台付皿 K 152 3.2 6.9 B,E,H 良 好 灰 白 50 P-18-4 (SO-]内土煽）彼熱
20 高台 付Jlil K 6.1 B, E 良 好 灰 白 90 P-18-4 

21 高台付皿 K 6.3 B,E,H 良 好
灰 白

15 0-18 
（黄 味）

22 段 皿 K 21.0 35 10.5 B,E,H 良 好 灰 白 30 P-19 
23 段 JIil K 17.6 B.E,H 良 好 オリープ 15 P-18-1被熱
24 段 皿 K 71 B,E,H 良 好 オリーブ 10 P-18-1被熱
25 甕 B II a H 18.0 26.9 4.0 B,E,H 普 通 橙 30 P-7 
26 甕 B 皿 a H 19.0 26.5 4.2 B.E,H 普 通 橙 日縁100P-7 

27 甕 B II b H 20.8 B,E,H 良 好
外一橙。内一

30 P-7 
浅黄橙

外ーオリー
28 手 付瓶 K B,E,H 良 好 プ灰。 内 一 5 P-8 

灰白

外ーオリー
29 手付 瓶 K B,E,H 良 好 ブ灰。 内一 5 p-18-1被熱

灰白

30 手付瓶 K 93 B,E,H 良 好 灰 白 10 P-18-4被熱
31 手付瓶 K 8.3 B,H 良 好 灰 白 10 P-18-2, PlO 
32 手付瓶 K 10.1 B, E, I 良 好 灰 白 10 P-18-2 
33 手付瓶 K 111 B, E, I 良 好 灰 白 15 p-18-1 
34 長頸瓶 HS 15.4 B,H 普 通 淡 黄 5 
35 長頸瓶 K B,E,H 良 好 灰 白 50 P-18-1, 3 
36 長頸瓶 K B 良 好 灰 白 40 P-18-2被熱痕
37 長頸瓶 K 12.3 B. I 良 好 灰 白 30 P-18-2被熱

38 長頸瓶 K 13.6 B 良 好
外ー黒褐。

20 P-18-3被熱
内一灰褐

外 一灰白。
39 長頸瓶 K 10.6 B, E, I 良 好 内ーオ リー 20 P-18-2 

ブ灰

40 長頸瓶 K 128 B,E,H 良 好 暗灰黒 20 P-18-4被熱
41 長頸瓶 s B 良 好 青 灰
42 長頸瓶 s 151 39.4 135 B,E,H 良 好 灰 30 P-18-1 
43 長頸瓶 s 170 B. E. I 良 好 灰 30 P-18-4 
44 長頸瓶 s 14.0 B, E. I 良 好 灰 60 P-18-1, 2 
45 長頸瓶 s 12.3 B やや不良 灰 白 80 P-2 
46 長頸瓶 K 11.0 B 良 好 灰 白 15 P-18-4 
47 長頸瓶 K 12.7 B 良 好 灰 白 20 P-18-2. 4 
48 長頸 瓶 K 9.0 B,E,H 良 好 灰 白 20 P-18-4 P2 
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第423表 第50号掘立柱建物跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出士位置その他

49 鉢 H 296 B,E,H やや不良 橙 20 P-9 

50 短頸瓶 K 95 B, E, I 良 好 灰 褐 15 p-18-1, 4被熱

51 広口 士亜 s B,E 普 通

52 広口 ▲亜ギ K 257 B, E, I 良 好 淡 灰 20 P-18-4 

53 広口 亜士 s 24 7 396 14.1 B,E 普 通 暗 灰 50 P-18-4 

54 広口 壷 s 14.5 B,E,H 普 通 暗 灰 70 P-18-2, 3 

55 大 甕 s 普 通 暗 灰 20 

56 大 甕 s 585 B, E, I 普 通 灰 40 P-18 

57 大 甕 s 53.4 B,E,H 良 好 淡 灰 20 

58 大 莉.,,d； s 32.8 658 17.4 B,E 不 良 淡灰 白 50 P-19-1 

59 大 甕 s 22.4 B 普 通 手日 灰 40 

60 大 羽ぷこff s 23.0 44.3 B.E.H 普 通 青 灰 70 Pit 

第424表 第51号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器

椀

種 I種別口径 I器高 I鍔 底径 胎

s I 13.0 I 3.7 7.7 I B, E, G 

土 焼成

良好

輯鑢

上褐灰 10

出土位置その他

P-l 

第543図 第51号掘立柱建物跡出土遺物
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第544図 第51号掘立柱建物跡
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第52号掘立柱建物跡（第545

図）

0-19 • 20、P-19 • 20グリ

ッドで確認された。第52号掘立

柱建物跡の固辺は、遺構が疎で

った。しかし礫層

の上面が、遺構確

認面だったため、

第51号掘立柱建物跡

l 暗褐色土 焼土、炭を微呈含み、暗黄

褐色土を少簸含む粘性あり

2 暗褐色土焼土、川原石を少呈含み、

暗黄褐色土を微量含む粘性あり

3 暗褐色土 暗黄褐色土を少量含む

4 暗褐色土 砂利を多量に含む、 /11原石

を少呈含む

5 暗褐色土 暗灰褐色士を少量含む粘

あり

4m 

確認に手間取った。

梁行き 2問x桁

行き 3間の建物（三

間屋）が検出され

た。建物屋内の西

南の隅に、土壊状

の落ち込みがあり、

大甕の破片が出土

した。

柱穴は、円形の

掘りかたであった。

柱穴は、長径0.63m

x短径0.64mX深さ

0.42mを測る。

柱痕跡は、遺構
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第545図 第52号掘立柱建物跡 ・出土遺物
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第425表 第52号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器 種 1種別 1 口径 1器高 1 鍔 1底径 1 胎 土 焼成 I庫鹿輯 I色 調 I残存 I 出土位置その他
1 I長頸瓶IK I 8.8 9.0 I B 良好 灰 25 I P-28被熱

第426表 第52号掘立柱建物跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 I重さ(g)I型式 欠損分類 I写真番号 出土位置その他

2 Iにぶい橙 1 80 0.8 0.3 1.9 I C 2 II a 506 

確認面から確認できた。

棟方向は、 N-87°-Wを指す東西棟であった。規

模は、 6.lmX4.74mを測る。

遺構の切り合いは、第51号掘立柱建物跡よりも新し

く、第189号竪穴式住居跡よりも古く。

出土遺物は、柱穴から須恵器長頸壷（1)、土錘（2)

が出土した。この他、わずかに土師器・須恵器の破片

が出土した。

1は、灰釉陶器の長頸壷である。口縁部のみである。

2は、土錘である。

第53号掘立柱建物跡 （第546図）

Q-21、R21グリッドで確認された。第53号掘立柱

建物跡の周辺は、遺構が疎らであったが、遺構確認面

が、礫層の上面だったため確認に手間取った。

梁行き2間x桁行き 3間の建物（三問屋）が検出さ

れた。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、長径

1.07m X短径0.89m X深さO.75mを測る大形の柱穴で

あった。

疇跡は、遺構事惹面から疇でき、五習断面でも

明瞭に確認できた。

棟方向は、 N-3°-Eを指す東西棟であった。規

模は、 7.2mx4.82mを測る。

遺構の切り合いは、みられなかった。

出上遺物は、柱穴から土師器坑（1)皿 （2)、灰
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釉陶器段皿（3)長頸壷（4.

5)、須恵器長頸壷 (6~8)、

が出土した。この他、わずかに

土師器•須恵器の破片が出土し

た。

1は、土師器の杯ANである。

2は、土師器の皿である。 1. 

2は底部が欠損している。

3は、灰釉陶器の高台付皿で

ある。底部が欠損している。

4 • 5は、灰釉陶器の長頸壷

である。 4は底部のみ、 5はロ

縁部のみである。

6から 8は、須恵器（S)の

広口長頸壷である。口縁部のみ

である。

第54号掘立柱建物跡（第547

図）

M-20 • 21、N-20・ 21グリ

ッドで確認された。柱穴は、掘

りかた内の上面に充填した焼土

が、砂利層の上面で円形に確認

された。この上面には、炭化物

と土器片を含む厚さ10cmの層が

あり、この中に須恵器大甕や灰

釉陶器などが出土した。

梁行き 2間x桁行き 3間の身

舎の三面に、庇がつく建物（三

第546図 第53号掘立柱建物跡・出土遺物
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2 暗褐色土 砂利焼土を少塁含む

3 暗褐色土 焼土を多量に含み、小石

を少lil含む

4 暗褐色土 砂利主体大形礫を多畏

に含む

゜
4m 

ーこ二に正ジ巴

---／三 □□□三／
：□-三7
三／‘

0 5cm 
l l 
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第427表 第53号掘立柱建物跡出土遣物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A IV H 12.1 2.9 8.1 C, E, G, I 

2 皿 H 14.1 21 77 B 

3 高台 付皿 K 17.9 B 

4 長頸瓶 K 10.2 B.E,G 

5 長頸瓶 K 7.9 B 

6 広口長頸瓶 s 176 B,E,H 

7 広口長頸瓶 s 272 B,D,E,H 

8 広口長頸瓶 s 28.6 B, I 

間三面屋）が検出された。

身舎の内外には、径80cm前後、深さ20cm程度の円形

の土壌状の落ち込みが、 8基あった。とくにP22• 28 

の中には、須恵器の大甕が据えられていた。少なくと

も庇には、地面に直接甕が据えられていた状況から、

床を貼らない士間であった可能性がある。また南庇の

掘りかた•柱痕跡が大きく、他の庇付き建物と共通し

た構造ではない。

身舎の柱穴は、南北軸のやや方形の掘りかたであっ

た。柱穴は、長径l.36m X短径l.17mX深さ1.09mを

測り、大形であった。大形の柱穴内には、遺跡内の他

の場所で火災を受け、倒壊した建物の炭化材や焼土が

充填されていた。とくにP4の掘りかた内からは、大

量の灰釉陶器が出土した。この灰釉陶器の出土は、火

災による廃材処理と推定した。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、長径0.74m X短径Q.64m X深

さ0.52mを測り、小形のものと身舎の柱と同規模の大

形のものがあった。 庇とも柱穴の掘りかた内には、拳

大の礫や粘性の強い黒色土が、堅く充填されていた。

棟方向は、 N-3°-Eを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけでも8.36m X 5. 38mを測り、四面の庇

を含めると13.59m x 10. 52mとなる。柱心心間の距離

は、図の通りである。

遺構の切り合いは、区画溝と接するが、前後関係は

はっきりしなかった。

出士遺物は、焼土層中•柱穴内から土師器杯(1 ~

土 焼成 輔輯 色 調 残存 出土位置その他

普 通 黄 橙 60 

普 通 黒 20 P-5 

外一灰白。
良 好 内ーオリー 10 P-4被熱？

ブ灰

良 好 褐 灰 30 P-1被熱

良 好
灰 白

10 P-6被熱
（灰強い ）

普 通 青 灰 20 

普 通 灰 20 

普 通 青 灰 10 

8)須恵器杯 (9• 13)高台付椀 （10)高台付皿 (12

~16)、灰釉陶器高台付椀 (17~46)高台付皿 （47~69)

段皿（70~77)耳皿（78• 79)三足盤（80)、小瓶 (81)、

長頸壷（82~85)、手付瓶 （86• 87)土師器鉢 (88• 89) 

甕（91)、須恵器鉢（90)甕（92• 93）、土錘 （94~170)

が出土した。

1から8は、土師器の杯ANである。 14は、土師器

の高台付皿である。 1 • 3 • 6 • 8は底部が欠損して

し、る。

9 • 13は、椀である。 9は、須恵器（S)である。

13は、須恵器 (NS)である。 10は、須恵器 (NS)

の高台付椀である。 11は、須恵器（S)の皿である。

底部外面に墨書「南」がみられる。 12• 15 • 16は、高

台付皿である。 12• 15は、須恵器 (NS)である。 16

は、須恵器（HS)である。 9は底部が欠損している。

17から46は、灰釉陶器の高台付椀である。 47から69

は、灰釉陶器の高台付皿である。 49は底部外面に墨書

がみられる。文字は判読できない。 70から77は、灰釉

陶器の段皿である。 70は底部外面に墨書がみられる。

文字は判読できない。 78• 79は、灰釉陶器の耳皿であ

る。 80は、灰釉陶器の三足盤である。 28• 30 • 31 • 32 • 

41 • 42から44• 65 • 66 • 68 • 69 • 73は底部、 45は口縁

部が欠損している。 46は底部のみである。

81は、灰釉陶器の小瓶である。 82から85は、灰釉陶

器の長頸壷である。 86• 87は、灰釉陶器の手付瓶であ

る。 81は把手と胴部中位以下、 82は口縁部と胴部中位、

83 • 84は口縁部が欠損している。 85は底部のみ、 86• 
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第547図 第54号掘立柱建物跡
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1 暗褐色土 焼土を多量に含み、川原石を少呈含む

2 暗褐色土焼土、砂利を多量に含む

3 暗褐色土焼土を多星に含む

4 暗褐色士 暗灰褐の粘質土を部分的に少呈含む粘性あり

5 暗灰褐色土 砂利主体焼土、暗褐色土を少量含む

゜
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第548図 第54号掘立柱建物跡出士遺物・出土状態 （1)
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第549図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 ・出士状態 （2)

言 言

こ 言

胃言

文

冒

言

言

下

下言言ろー一

ロニ記／

冑

｀ 

65.9 

文

17

、80
ヽ

27
 

、．
、‘
ヽ

• 91 

｀
 

｀

／
 

.61 
... 71 

ヽ

•90” 

.. 67 

.
f
.
73 

知

053

三

□ 1 0 10 cm 
I I l 

゜
50cm 

-679 -



第550図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 ・出土状態 （3)
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第551図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 ・出土状態 （4)
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第552図

こ 8

出土状態 （5)第54号掘立柱建物跡出土遺物
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第553図 第54号掘立柱建物跡出土遺物（ 1)□ こ
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第554図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 (2)
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第555図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 （3）
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第556図 第54号掘立柱建物跡出士遺物 (4
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87は把手のみである。

88 • 89は、土師器の鉢である。底部が欠損している。

90は、須恵器（HS)の鉢である。底部が欠損して

91は、上師器の甕である。胴部中位以下が欠損して

しヽる。

し、る。

92 • 93は、須恵器（S)の甕である。 92は口縁部と

胴部中位以下、 93は口縁部と底部が欠損している。

-686 -



第557図 第54号掘立柱建物跡出土遺物 （5)

94は、須恵器（S)の大甕である。 胴部上位から中

位が欠損している。

95から17]は、土錘である。

第55号掘立柱建物跡 （第559図）

0-20 • 21、P-20• 21グリッドで確認された。第

94 

0 10cm 

’ ’  

55号掘立柱建物跡は、柱穴の掘りかたの上面に充填し

た焼土が、砂利層の上面で円形に並んで確認された。

この焼土層は、第50号掘立柱建物跡等が、火災によっ

て倒壊した際に形成されたものと判断した。

梁行き 2間x桁行き 3間の身舎に、 四面の庇がつく

建物（三問四面屋）が検出された。
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第54号掘立柱建物跡出土遺物 (6)
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第 54号掘立柱建物跡出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 9如四ぅ 底径 胎 土 焼成 観轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 119 33 7.7 B,E,H 普 通 橙 30 P-5 
2 坪 A IV H 12.2 3.1 6.2 B 普 通 黄 橙 100 SK726 
3 坪 A w H 127 31 77 B,E,H 普 通 橙 30 SK726 
4 杯 A w H 11.7 3.3 7.4 B,E,H 普 通 白 橙 40 SK726 
5 坪 A w H 116 36 54 B,E,H 普 通 黄 橙 80 SK726 
6 坪 A w H 11.0 3.2 59 B, E,I 普 通 橙 40 P-5 
7 坪 A IV H 123 3.2 7.0 B,E,H 普 通 黄 橙 70 SK726 
8 坪 A w H 12.7 28 81 B,E,H 普 通 ‘一ー・ げ茶 20 P-5 ， 椀 s 13.2 3.6 6.1 B. E 良 好 灰 20 SK726覆土
10 高台付椀 NS 13.9 52 67 B,E,H 普 通 灰 白 70 SK726覆土
11 皿 s 14.8 2.3 6.6 B.D.E 普 通 褐 灰 30 SK726毅土墨書
12 高台付 皿 NS 13.6 2.7 6.4 B,E,H 普 通 にぶい黄橙 50 SK726 
13 椀 NS 12.1 5.2 3.8 B,E,G 良 好 浅 黄 100 
14 高 台付皿 H 13.6 2.8 6.3 B,D,E,H 並日 通 橙 50 P-10, P-29 
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第429表 第54号掘立柱建物跡出士遺物観察表（2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 士 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

15 高 台付皿 NS 13.5 2,7 6.6 B, I 良 好 灰 白 50 P-12 

16 高台付皿 HS 126 28 6.1 B,E,H 普 通 褐 灰 40 P-22. P-29 

17 高台付椀 K 11.5 4.1 5.1 B 良 好 淡灰緑 80 P-5 

18 高台付椀 K 10.1 3.5 5.5 B,E,H 良 好 淡緑灰 90 p-5 

19 高台付椀 K 99 37 4.7 B 良 好 淡灰緑 50 P-5 

20 高台付椀 K 102 31 5.2 B, E,I 良 好 淡灰緑 100 P-5 

21 高台付椀 K 14.0 4.1 6.3 B,E,H 良 好 淡黄灰 90 P-5 

22 高 台付椀 K 136 4.4 6.0 B,C,E,H 良 好 淡緑灰 40 P-5 

23 高台付椀 K 14.0 5.1 6.1 B 良 好 明灰緑 50 P-5 

24 高台付椀 K 142 53 6.3 B,E,H 良 好 暗灰緑 20 P-5 

25 高台付椀 K 13.9 4.1 7.1 B,E,H 良 好 淡灰緑 60 P-5 

26 高台付椀 K 14.1 4.5 7.1 B,E,H 良 好 淡黄灰 80 P-5被熱痕

27 高台付椀 K 14.0 51 6.5 B, E, I 良 好 淡灰緑 60 P-5 

28 高台付椀 K 13.4 4.6 6.9 B,E,H 良 好 淡緑灰 40 P-5 

29 高台 付椀 K 14.1 4.3 6.9 B,E,H 良 好 淡緑灰 70 P-5 

30 高台付椀 K 14.1 4.5 6.3 B, E, I 良 好 淡灰緑 30 P-5 

31 高台付椀 K 14.2 5.0 6.2 G, H. I 良 好 濃灰緑
口縁部 p-5 
のみ

32 高台付椀 K 135 50 5.5 E,G,H 良 好 淡灰緑 30 P-5 

33 高台付椀 K 15.7 61 7.9 B, E, I 良 好 淡灰緑 50 P-5破片となってから被熱

34 高台付椀 K 163 5.7 8.0 B,E 良 好 淡 灰 80 P-5 

35 高台付椀 K 166 5.6 7.9 D,G 良 好 淡灰緑 40 P-5窯印あり

36 高台付椀 K 17.1 54 7.6 B, E, I 良 好 淡灰褐 50 P-5 

37 高台付椀 K 17.1 56 8.4 B,E,H 良 好 淡灰緑 90 P-5 

38 高台付椀 K 16.4 4.5 7.8 B 良 好 淡灰緑 50 P-5 

39 高台付椀 K 16.6 55 79 B,C,D,G 良 好 淡灰緑 70 P-5 

40 高台付椀 K 16.4 5.2 8.4 B,C,E,H 良 好 淡灰緑 30 P-5 

41 高台付椀 K 16.4 58 6.5 B, C, E, I 良 好 淡灰緑 40 P-5被熱

42 高台付椀 K 159 50 7.4 B,C,G 良 好 灰 白 30 P-4. 5 

43 高台付椀 K 17.3 49 89 B,C,H 良 好 淡灰緑 33 p-5 

44 高台付椀 K 163 B,C,G 良 好 淡灰緑 30 P-5 

45 高台付椀 K 16.1 5.8 7.6 B,E 良 好 灰 白 30 SK-631被熱痕跡なし

46 高台付椀 K 8.2 C,E 良 好 灰 白 20 P-29被熱

47 高台付皿 K 13.4 2.5 7.4 B,E,G 良 好 灰 白 90 P-29被熱痕跡あり

48 高台付皿 K 14.1 2.7 73 D 良 好 淡灰緑 100 P-5 

49 高台付皿 K 15.0 2.6 7.4 B, E, I 良 好 淡緑灰 80 P-5墨書

50 高台付皿 K 15.2 3.2 6.2 B,C,H 良 好 淡緑灰 90 P-5 

51 高 台付皿 K 15.3 3.1 68 B 良 好 淡緑灰 100 p-5 

52 高台付皿 K 14.3 2.9 6.4 B,D 良 好 濃灰緑
70（底昴
P-5 

大半欠枇｝

53 高台付皿 K 14.8 3.1 6.1 B, I 良 好 淡灰緑 50 P-5 

54 高台付皿 K 15.5 3.5 5.9 B, E, I 良 好 淡緑灰 50 P-5 

55 高台付皿 K 14.0 3.0 6.7 B,E,G 良 好 淡緑灰 70 P-5ヘラ記号？

56 高台付皿 K 14.6 3.3 6.3 B, E, I 良 好 淡灰緑 80 P-5 

57 高台付皿 K 14.4 2.8 6.7 B,E 良 好 濃灰緑 90 P-5ヘラ記号 （窯印）

58 高台付皿 K 14.8 2.9 7.3 B, E, I 良 好 やや濃緑灰 100 P-5 

59 高台付 皿 K 14.7 3.6 6.4 B. E, I 良 好 暗 灰 50 P-5外面被熱の可能性

60 高台付皿 K 14.2 3.2 6.4 B, I 良 好 淡灰緑 80 P-5 

61 高台付 皿 K 14.2 2.7 5.8 B,E 良 好 淡緑灰 90 P-5 

62 高台付 1IIl K 14.2 2.5 5.8 B, E, I 良 好 淡灰緑 100 P-5黒斑状シミ

63 高台付 皿 K 14.1 2.4 5.8 B,E 不 良 濃緑灰 80 p-5被熱

64 高台付 皿 K 138 2.6 6.3 B, E, I 良 好 淡灰 白 50 P-4被熱

65 高台付 皿 K 15.2 3.1 6.0 B, I 良 好 淡灰緑 80 P-5 

66 高台付 皿 K 13.3 2.6 5.9 B, C, E, I 良 好 淡灰緑 50 p-5 
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第430表 第54号掘立柱建物跡出土遺物観察表（3)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輔輯 色 調 残存 出土位置その他

67 高 台付皿 K 14.9 3.4 5.9 N, E,I 良 好 淡灰緑
40（日縁
P-5 

昴のみ）

68 高 台付皿 K 13.8 B, E, G,I 良 好 灰 白 30 P-5被熱痕跡明瞭

69 高台付皿 K 16.6 B, I 良 好 淡灰緑
33（高台
P-5 

菰欠損）

70 段 皿 K 14.2 2.3 6.5 B 良 好 淡灰緑 100 P-5墨書らしき痕跡

71 段 皿 K 18.0 31 7.6 B 良 好 濃うぐいす 90 P-5 

72 段 皿 K 16.8 33 7.9 B, E 良 好 淡灰緑 70 P-5 

73 段 皿 K 15.0 35 4.3 B 良 好 淡灰緑
30（日縁
蔀のみ）

74 段 皿 K 17.5 3.8 7.4 B, E, I 良 好 淡灰緑 40 P-5 

75 段 皿 K 18.0 3.4 8.8 B, E, I 良 好 濃灰緑 33 P-5 

76 段 皿 K 18.0 33 7.4 B, I 良 好 やや濃灰 100 P-5 

77 段 皿 K 18.7 3.0 7.5 B. I 良 好 淡 灰 緑
20(□縁か
P-5 

ら底紺あり）

78 耳 皿 K 50 B, E, I 良 好 淡緑灰 100 P-5 

79 耳 皿 K 1.8 4.8 C,E,H 良 好 灰 白 90 SK726 

80 三 足盤 K 15.5 3.0 B 良 好 淡灰褐 90 P-5 

81 小 瓶 K 36 B,D 良 好 灰 白 20 P-1被熱激しい

82 長頸壷 K 8.2 B, D,J 良 好 灰 白 20 P-4, P-29 

83 長頸壷 K 8.5 B 普 通 淡 灰 褐 屑部のみ P-5 

84 長頸 壷 K 8.5 B, E, I 良 好 暗 灰 屑綿のみ P-5 

85 長頸 壷 K 8.6 B, E, I 良 好 灰 白 20 P-29被熱

86 手 付瓶 K 7.0 B 良 好 灰 白 P-5被熱激しい

87 手 付瓶 K B, D,J 良 好 オリー ブ灰 P-5被熱激しい

88 鉢 H 19.7 B, E, G,I 普 通 橙 30 P-29 

89 鉢 H 19.2 9.6 8.1 B 普 通 赤 橙 20 P-29 

90 鉢 HS 193 130 11.8 B 良 好 灰 白 50 P-5 

91 甕 B 皿 c H 19.8 B, E, I 良 好 淡 橙 100 P-5 

92 広 口 壷 s B, E, I 良 好 青 灰 20 P-4. P-29 

93 広口壷 s B, E, I 良 好 灰 白 20 P-4 

94 大 甕 s B,D 良 好 灰 80 

第431表 第54号掘立柱建物跡出士士錘観察表 （1)

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出 土 位 置 その他

95 橙 100 4.2 1.2 0.3 68 C 2 I a 507 

96 にぶい 橙 70 1.0 02 24 C 2 II b 508 

97 灰 褐 100 3.4 0.8 0.2 2.2 C 2 I C 509 

98 に ぶ い褐 100 3.6 0.9 0.3 2.1 C 2 Ila 510 

99 にぶい 黄褐 80 0.9 02 2.1 C 2 II b 511 

100 にぶ い 橙 80 0.8 03 1.9 C2 I c 512 

101 に ぶ い 橙 100 3.0 0.9 0.3 2.4 C 2 II b 513 

102 褐 灰 60 1.0 0.3 2.1 C2 II a 514 

103 にぶい 橙 60 0.9 0.3 1.7 C 2 I C 515 

104 にぶい 褐 100 29 08 02 1.6 C 2 I a 516 

105 に ぶい 橙 60 1.0 0.3 1.9 C 2 II b 517 

106 にぶい橙 70 09 0.2 1.9 C 2 II b 518 

107 にぶい 橙 80 08 0.3 2.0 C 2 II a 519 

108 にぶい褐 50 0.9 0.3 1.7 C 2 II a 520 

109 に ぶ い褐 60 1.0 0.2 2.4 C 2 VIII 521 

llO 褐 灰 90 08 0.1 15 C 2 I a 522 

111 にぶい褐 80 0.8 0.2 1.8 C 2 I b 523 

112 にぶい 橙 40 0.9 02 21 C 2 VIll 524 

113 に ぶ い黄 橙 40 1.1 0.4 2.6 C2 皿a 525 
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第432表 第54号掘立柱建物跡出土土錘観察表 （2)

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その 他

114 灰 褐 40 1.0 0.3 2.3 C 2 Nb 526 

115 にぶい橙 30 0.3 1.1 C 2 Nb 527 

116 にぶい橙 40 0.9 0.3 1.8 C 2 m b 528 

117 にぶい褐 50 0.8 0.3 1.4 C 2 II b 529 

118 褐 灰 50 0.9 03 1.9 C 2 II b 530 

119 にぶい褐 40 0.9 03 1.3 C 2 Ill b 531 

120 にぶい褐 90 0.8 0.3 1.4 C 2 II b 532 

121 にぶい褐 40 0.8 02 1.3 C 2 II a 533 

122 褐 灰 40 0.7 02 1.2 C 2 II a 534 

123 にぶい褐 30 0.8 0.3 1.0 C 2 m a 535 

124 黒 褐 30 0.9 0.3 1.3 C 2 III b 536 

125 にぶい褐 40 0.9 0.4 1.2 C 2 VIII 537 

126 にぶい橙 40 0.9 03 1.3 C 2 皿a 538 

127 にぶい褐 30 1.0 0.4 1.5 C 2 IV b 539 

128 灰 褐 30 1.0 0.2 1.4 C 2 m a 540 

129 にぶい褐 50 0.9 03 1.5 C 2 III a 541 

130 にぶい褐 30 0.9 0.3 1.2 C 2 Na 542 

131 にぶい褐 30 0.8 0.3 11 C 2 m a 543 

132 にぶい褐 30 0.9 0.2 1.0 C 2 Na 544 

133 にぶい橙 30 0.9 0.2 1.0 C 2 Wb 545 

134 にぶい橙 20 0.8 02 0.7 C 2 VIII 546 

135 にぶい褐 20 0.8 0.2 0.6 C 2 IV b 547 

136 にぶい褐 10 0.7 0.2 0.5 C 3 Nb 670 

137 灰 褐 100 3.4 0.8 0.3 1.9 C 3 I a 671 

138 にぶい黄橙 80 0.9 0.4 2.3 C 3 II b 672 

139 にぶい橙 60 1.0 0.3 2.1 C 3 II b 673 

140 にぶい褐 80 0.9 0.2 2.4 C 3 I a 674 

141 にぶい褐 100 31 0.8 0.3 2.1 C 3 I a 675 

142 にぶい褐 100 32 0.7 0.2 1.5 C 3 I b 676 

143 にぶい褐 100 3.0 0.8 0.3 1.4 C 3 I C 677 

144 にぶい橙 70 0.8 0.3 1.8 C 3 I C 678 

145 にぶい橙 90 0.7 0.2 1.5 C 3 I C 679 

146 にぶい橙 80 0.8 0.2 1.8 C 3 II b 680 

147 にぶい橙 100 29 0.8 0.2 1.5 C 3 I a 681 

148 にぶい赤褐 60 0.8 0.3 2.2 C 3 II a 682 

149 にぶい黄褐 70 0.8 0.3 16 C 3 II a 683 

150 にぶい橙 40 0.3 1.1 C 3 Vb 684 

151 にぶい橙 60 0.7 0.2 1.2 C 3 II b 685 

152 にぶい褐 50 0.9 0.3 1.8 C 3 II b 686 

153 灰 褐 100 2.8 0.8 0.3 15 C 3 I b 687 

154 黒 褐 90 0.7 0.2 15 C 3 II b 688 

155 にぶい橙 60 0.9 0.2 1. 6 C 3 I b 689 

156 黒 褐 100 26 0.8 0.3 19 C 3 I a 690 

157 にぶい褐 50 0.8 0.2 1.4 C 3 II a 691 

158 褐 灰 70 0.8 0.2 16 C 3 II b 692 

159 にぶい褐 60 0.7 0.3 16 C 3 I b 693 

160 にぶい橙 50 0.7 0.2 1.2 C 3 I C 694 

161 にぶい褐 50 07 0.2 15 C 3 II b 695 

162 にぶい橙 40 0.8 0.2 12 C 3 II b 696 

163 にぶい褐 60 06 0.1 0.7 C 3 II 697 

164 にぶい褐 40 0.8 03 1.1 C 3 VIII 698 

165 灰 褐 30 0.3 0.7 C 3 VIII 699 

166 にぶい橙 30 09 03 1.4 C 3 VIII 700 

167 褐 灰 40 0.8 0.2 1.1 C 3 II a 701 
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第559図 第55号掘立柱建物跡
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第55号掘立柱建物跡

1 暗褐色土焼土を微量含み、暗黄褐色土を少量含む

粘性あり

2 暗褐色土焼土、炭を少量含む

3 暗灰褐色土焼土を微呈含み、礫、砂利を少量含む

4 暗褐色土砂利を少里含む

5 暗灰褐色土暗黄褐色土を含む粘性あり

6 褐色土 小石、白色粒子を多量に含む

゜
4m 

身舎の内側には、径1m、深さ20cmほどの柱穴があ

り、身舎の補助柱穴と考えられる。身舎の柱穴は、南

北軸のやや方形の掘りかたであった。柱穴は、長径

1. 3m X短径1.09m X深さ1.08mを測り、大形であった。
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第433表 第54号掘立柱建物跡出士士錘観察表 （3)

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g) 型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

168 にぶい褐 30 0.9 0.3 1.2 C 3 III b 702 

169 にぶい橙 20 08 0.3 0.7 C 3 w a 703 

170 にぶい褐 10 0.6 0.1 04 C 3 Va 704 

171 にぶい褐 10 0.8 0.2 04 C3 VIlI 705 
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疇跡は、遺構確認面から確認することができ、土層

断面でも立ち腐れ状態を確認することができた。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、長径1m X短径0.9mX深さ

1.05mを測り、身舎の柱穴に匹敵し最大であった。身

舎・庇とも柱穴の掘りかた内の上層には、焼士・炭化

物、そして大量の士器片が混入していた。また掘りか

たの下層には、拳大の礫や粘性の強い黒色土が、堅く

充填されていた。身舎の柱痕跡は、遺構確認面からす

でに確認でき、断面観察でも上部に炭化物が残ってい

た。

第434表 第55号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘鑢 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 C H 116 3.2 7.2 B,D 普 通 淡 橙 40 

2 杯 C H 117 3.5 6.5 B,D,E 普 通 淡 橙 20 P-3 

3 杯 A H 85 B,D 普 通 淡 橙 21 P-26 

4 杯 A I H 12.5 2.7 8.3 B,E,H 普 通 淡 橙 40 P-28 

5 皿 H 13.9 2.8 6.7 B,E,H 良 好 橙 40 P-18 

6 高 台付皿 K 14.5 2.9 7.2 B,D 良 好 灰 白 20 P-17被熱

7 高台付 皿 K 14.7 2.4 7.1 B,E,H 良 好 灰 白 40 
11に似ているが被熱
痕跡みられない

8 高台付 皿 K 14.8 B,D 良 好 灰 白 15 P-26 ， 高台付皿 K 152 B,D,E,H 良 好 外一灰白 20 P-17 

10 高台付皿 K 18.6 B,D,E,H 良 好 外一灰白 15 P-17 

11 高台付皿 K 14.7 2.1 6.9 B, C, I 良 好 灰 白 40 P-25被熱

12 段 皿 K 7.3 B,D,F,G,K 良 好
灰 白

60 P-16被熱
（白やや強い）

13 段 皿 K 14.2 27 6.8 B 良 好 外一灰白 20 P-17 

14 段 皿 K 14.1 B,D,E 良 好 灰 白 10 P-4 

15 段 皿 K 6.2 B,D,E 良 好 灰 白 40 P-15 

16 段 皿 K 16.8 B,D,E 良 好 外 一 灰白 10 P-4 

17 蓋 H 15.8 B,E 普 通 浅 黄 5 P-2 

18 長頸壷 K 11.8 B,D,E 良 好 灰 白 50 P-20被熱

19 長頸壷 K B,D,E 良 好 灰 （褐灰 ） 60 P-21被熱

20 長 頸壷 K B,D,E 良 好 灰 白 25 P-18 

21 長 頸壷 K B,E,H 良 好 灰 15 P-22被熱

22 長頸 壷 K B 良 好
灰 白

80 P-22 
（やや黄味）

23 長 頸壷 K 12.4 B,E 良 好
外ー黒緑。

20 P-26 
内一灰白

24 長頸壷 K 9.8 B 良 好 灰 白 10 P-20被熱

25 器形不 詳 K B.D.E 良 好 灰 白 25 P-5被熱

26 高台付大椀 K 28.9 B,E 良 好 オリープ灰 5 P-5 

27 鉢 s 29.8 D 良 好 青 灰 5 P-8 

第435表 第55号掘立柱建物跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 I重さ(g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土位 置 その他

28 橙

29 1に ぶい 橙

70 

90 

3.2 

1.7 

1.2 

0.5 

69.7 

12.8 

Al 

C 1 
c

b

 

I

I

 

20 

204 
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建物の西側には、第1• 2号掘立柱建物跡同様、柱

穴に接して平行する不定形の溝が途切れながら南北に

走っていた。

棟方向は、 N-4°-Eを指す南北棟であった。規模

は、身舎だけでも7.13mX4. 82mを測り、四面の庇を

含めると10.74mX8.96mとなる。柱心心間の距離は、

図の通りである。

遺構の切り合いは、第28号区画溝より古く、第218

号竪穴式住居跡よりも新しい。

出土遺物は、柱穴の焼土層中から土師器杯(1~4)、

須恵器皿 (5)、灰釉陶器高台付皿 (6~9)高台付

椀（8• 10 • 15)段皿 (11~14)三足盤（16)蓋 (17)

長頸壷（18~25)大椀（26)、須恵器鉢（27)が出土し

た。

1から4は、土師器の郡である。 1• 2は、杯Cで

ある。 3は、杯Aである． 4は、坊AIである。 5は、

土師器の皿である。 17は、土師器の蓋である。 2• 3 

は底部が欠損している。 17は口縁部のみである。

6から11は、灰釉陶器の高台付皿である。 12から16

は、灰釉陶器の段皿である。 26は、灰釉陶器の高台付

第561図 第56号掘立柱建物跡
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第56号掘立柱建物跡

? 1 暗褐色土焼土を微量含む

粘性あり

2 暗褐色土 暗黄褐色土を部

分的に含む粘性あり

3 暗褐色土 きめ細かく、粘

性あり

0 2m 
| l l 

大椀である。 6から11• 13 • 14 • 16は底部、 15は口縁

部が欠損している。 12は底部のみ、 26は口縁部のみで

ある。

18から24は、灰釉陶器の長頸壷である。18は口縁部

のみ、 19頸部のみ、 23• 24は底部のみである。 20から

22は口縁部と胴部中位以下が欠損している。

25は、灰釉陶器の器形不詳である。

27は、須恵器 （S)の鉢である。 胴部中位以下が欠

損している。

28 • 29は、土錘である。

30は、鉄製品の釘である。

第56号掘立柱建物跡（第561図）

P-22、Q-21• 22グリッドで確認された。第56号

掘立柱建物跡の周辺は、遺構が密で確認しにくく、第

218号竪穴式住居跡のカマド調査中に確認された。遺

構確認面は、黄褐色の砂質層の上面であった。

梁行き 2問X桁行き2問の建物（二間屋）が検出さ

れた。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、長径

0. 52m X短径Q.29m X深さ0.4mを測る小形の柱穴であ

った。

疇跡は、遺構確認面から確認できたが、わかりに

くかった。

棟方向は、 N-17°-Eを指す南北棟であった。規

模は、 5.12mX3.64mを測る。

遺構の切り合いは、第218号住居よりも新しい。

出土遺物は、柱穴からわずかに土師器・須恵器の破

片が出士した。

第57号掘立柱建物跡（第562図）

P-22、Q-21• 22グリッド

で確認された。第57号掘立柱建

物跡の周辺は、柱穴が激しく重

複していた。しかし遺構確認面

が、黄褐色の砂質層の上面であ

ったため、 比較的確認しやすか
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第562図

"i 

A 65.5 

B 65.5 

第57号掘立柱建物跡・出士遺物
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第57号掘立柱建物跡

1 暗褐色土 焼土、炭を微嚢に含み、砂を多量に含む粘

性あり

2 暗褐色土 焼土を多呈に含む

3 暗黄褐色土粘質土

4 暗黄掲色土焼土を微量含む粘性あり

゜
4m 

／ 
1
 

0 5cm 
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第436表 第57号掘立柱建物跡出土土錘観察表

番号

3 

4 

-

j

-

)

 

ヽ

色

＿
ぶ
ぶ

し`ヽ

vヽ

褐

褐

調 残存率

70 

100 

長さ

2.9 

径

1.0 

0.9 

穴径

0.2 

0.3 

重さ(g)

2.5 

1.7 

型式

C 2 

C 2 

欠損分類

I a 

I a 

写真番号

548 

549 

出土位置その他
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った。

梁行き 2問x桁行き 3間の身舎の東面に、庇のつく

建物（三間一面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、長径0.88m X短径0.83m X深さ0.88

mを測り、大形であった。柱痕跡は、遺構確認面から

確認できた。土層断面でも立ち腐れ状態が確認ができ

た。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、身舎の柱穴とほぼ等しい。身

舎・庇とも柱穴の掘りかた内には、焼土 • 炭化物が充

填されていた。

棟方向は、 N-9°-Eを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけでも6.88mx4.63mを測り、東庇を含

めると6.88mX6.83mとなる。柱心心間の距離は、図

の通りである。

遺構の切り合いは、第28号区画溝•第56 • 58号掘立

柱建物跡より古い。

出土遺物は、柱穴の焼土層中から平瓦 （1• 2)、

土錘（3• 4)が出士した。

1 • 2は、平瓦である。

3 • 4は、土錘である。

第58号掘立柱建物跡 （第563図）

R -21 • 22 S -21 • 22グリッドで確認された。第58

号掘立柱建物跡は、遺構確認面が、礫層の上面であっ

たため、当該柱穴の確認に手間取った。

梁行き 2間x桁行き 3問の身舎に、四面の庇がつく

建物（三間四面屋）が検出された。

第437表 第57号掘立柱建物跡出土瓦観察表

番号 1 種類 1 焼成 1 凸面 1 凹面 1 側面

1 I平瓦酸化炎：；冒ヽキし 布

2 I平瓦還元炎刷り消し 布

1面面取り

1面面取り

第438表 第58号掘立柱建物跡出士遺物観察表

身舎の柱穴は、南北軸のやや方形の掘りかたであっ

た。柱穴は、長径l.llmX短径1.03mX深さ0.83mを

測り、大形であった。柱痕跡は、遺構確認面から確認

でき、士層断面でも立ち腐れ状態を確認できた。

庇の柱は、身舎の柱と対になるように柱通りを揃え

掘られていた。柱穴は、長径0.91 m X短径0.7m X深

さO.55m測る。また身舎・庇とも掘りかたには、拳大

の礫や粘性の強い黒色土が、堅く充填されていた。身

舎の柱痕跡は、遺構確認面から確認できたが、断面観

察では、不明瞭だった。

棟方向は、 N-4°-Eを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけでも7.94mx5.2mを測り、四面の庇

を含めると10.2mX7.55mとなる。柱心心間の距離は、

図の通りである。

遺構の切り合いは、第57号堀立柱建物跡よりも新し

し‘o

出土遺物は、柱穴の焼土層中から須恵器大甕（1)

が出土した。

1は、須恵器（S)の大甕である。 口縁部破片であ

る。

番：I大器 種甕 1種別］口径 1器高 1 鍔 1底径 IB ：合 土 I良焼成好 1輯櫨 1灰色 調白 1残2： IP5出土位置その他
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第563図 第58号掘立柱建物跡
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第58号掘立柱建物跡

1 暗褐色土焼土を少量含み、砂を多塁に含む

粘性あり

2 暗黄褐色土 白色粒子、砂を多量に含み、小

B， 石を少量含む

3 暗褐色土大形礫を少量、砂を多量に含み、

きめ細かい粘質土を部分的に含む

4 暗褐色土砂利主体大形礫を含む

5 暗褐色土暗灰褐色土を少量含む粘性あり

C』 5.4 C' 

D_!沿．4
o-

言
゜

4m 
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第59号掘立柱建物跡

（第565図）

0-24 • 25グリッ

ドで確認された。第

59号掘立柱建物跡の

周辺は、遺構確認面

が、礫層の上面であ

ったため、当該柱穴

の確認に手間取った。

梁行き 2間x桁行

き2間の建物（二問

屋）が検出された。

柱穴は、円形の掘

りかたであった。柱

穴は、長径0.8mX短

径Q.77m X深さ0.62m

を測る大形の柱穴で

あった。大星の礫を

含む黒色士が、柱穴

の掘りかた内に充填

物遺
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されていた。

疇跡は、事忍できなかった。

棟方向は、 N-85°-Wを指す東西棟であった。規

模は、5.32mX3.89mを測る。

遺構の切り合いは、みられなかった。

出土遺物は、柱穴からわずかに土師器・須恵器の破

片が出土した。

第565図 第59号掘立柱建物跡
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A 65.6 A' 
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゜
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第60号掘立柱建物跡 （第566図）

0-25 • 26、P-25グリッドで確認された。第60号

掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上面で

あったため、当該柱穴の確認に手間取った。なお東・

北側は、調査区外であった。

梁行き 2問x桁行き 3間の建物

（三間屋）が検出された。

柱穴は、円形の掘りかたであった。

柱穴は、長径0.34 m X短径0.33m X 

深さ0.52mを測る小形の柱穴であっ

た。黒色士が、柱穴の掘りかた内に

充填されていた。

柱痕跡は、確認できなかった。

棟方向は、 N-76°-Eを指す東

西棟であった。規模は、 llm x6. 84 
9

0
 

mを測る。

0 2m 
| 1 | 
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第566図 第60号掘立柱建物跡
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遺構の切り合いは、みられなかった。

出土遺物は、柱穴からわずかに士師器・ 須恵器の破

片が出土した。

第61号掘立柱建物跡（第567図）

P-24 • 25、Q-24• 25グリッドで確認された。第

61号掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上

面であったため、当該柱穴の確認に手間取った。なお

東・北側は、調壺区外であった。

梁行き2間x桁行き3間の建物（三間屋）が検出さ

れた。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、長径

0. 38m X短径0.38m X深さ0.33mを測る小形の柱穴で

あった。黒色士が、柱穴の掘りかた内に充填されてい

た。

疇跡は、疇できなかった。

棟方向は、 N-87°-Eを指す東西棟であった。規

模は、 ll.06x7.7lmを測る。

3.79 

＾ 
3.65 

＾ 
3-50 

器
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第567図第61号掘立柱建物跡
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遺構の切り合いは、みられなかった。

出士遺物は、柱穴からわずかに上師器・須恵器の破

片が出土した。

第62号掘立柱建物跡 （第568図）

P-23 • 24、Q-23• 24グリッドで確認された。第

62号掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上

面であったため、当該柱穴の確認に手間取った。

梁行き2間X桁行き 3間の建物（三間屋）が検出さ

れた。

柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、長径

0. 56m X短径Q.62m X深さ0.29mを測る小形の柱穴で

あった。黒色土が、柱穴の掘りかた内に充填されてい

た。

疇跡は、疇できなかった。

棟方向は、 N-88°-Wを指す東西棟であった。規

゜
4m 

模は、 7.55m x 5. 06mを測る。

遺構の切り合いは、みられなかったが、南桁行きの

柱列は、第17号柵列の柱列と共有されていた。

出士遺物は、柱穴からわずかに土師器・須恵器の破

片が出土した。

第63号掘立柱建物跡 （第569図）

P-23 • 24、Q-23• 24グリッドで確認された。第

63号掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上

面であったためと、 S-23• 24土壊群が、建物の北側

と重複していたため、当該柱穴の確認に手間取った。

梁行き2間x桁行き3間の身舎に、西庇が付く建物

（三間一面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、

長径Q.51 m X短径0.48m X深さ0.39mを測る小形の柱

穴であった。庇の柱穴は、長径Q.37m X短径Q.31 m X 
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第568図 第62号掘立柱建物跡
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深さ0.32mを測る。身舎・庇とも黒色土が、柱穴の掘

りかた内に充填されていた。

由翠亦は、躙認できなかった。

棟方向は、 N-3°-Eを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけで6.85 m X 4. 24 m、庇も含めると、

6. 85 m X 6. 51 mを測る。柱の周囲に短い溝が、柱筋に

平行し四本巡っていた。

遺構の切り合いは、 S-23• 24土城群よりも古く、

第228号竪穴式住居跡よりも新しい。

出土遺物は、柱穴から黒色士器皿（1)の他、わず

かに士師器・須恵器の破片が出土した。

1は、黒色土器の椀である。底部破片である。

第64号掘立柱建物跡 （第570図）

R-24 • 25、S-24• 25グリッドで確認された。第

64号掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上

面であったため、当該柱穴の確認に手間取った。

梁行き 2間x桁行き3間の身舎に、東庇が付く建物

（三間一面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、円形の掘りかたであった。柱穴は、

第439表 第63号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番号 1 器椀種 1::  I口径 1器高 1 鍔 1::  I 胎 土 I良焼成好 1輛鑢 I1曳色黄調橙 1残::IP-：土位置その他
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第569図 第63号掘立柱建物跡・出土遺物
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長径0.49mX短径0.42mX深さ0.54m、庇の柱穴は、

やや小さい。身舎・庇とも黒色土が、柱穴の掘りかた

内に充填されていた。

疇跡は、確認できなかった。

棟方向は、 N-82°-Eを指す東西棟であった。規

模は、身舎だけで6.48mX4.38m、庇も含めると、

8. 76m X4.38mを測る。柱の周囲に短い溝が、柱筋に

平行し四本巡っていた。

遺構の切り合いは、みられなかった。
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第570図 第64号掘立柱建物跡
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出土遺物は、柱穴からわずかに土師器・ 須恵器の破

片が出土した。

第65号掘立柱建物跡（第571図）

P-26 • 27、Q-26• 27グリッドで確認された。第

65号掘立柱建物跡の周辺は、遺構確認面が、礫層の上

面であったため、当該柱穴の確認に手間取った。

梁行き 2間x桁行き 3間の身舎の南北に、庇が付く

建物（三間二面屋）が検出された。

身舎の柱穴は、 円形の掘り方であった。柱穴は、長

径Q.85m X短径Q.74m X深さO.59m、庇の柱穴は、長

径Q.54m X短径Q.5mX深さ0.47mとやや小さい。身

舎・庇とも黒色土と拳大の礫が、柱穴の掘り方内に充

填されていた。

柱痕跡は、遺構確認面から確認できた。断面観察で

も確認することができた。

棟方向は、 N-4°-Wを指す南北棟であった。規

模は、身舎だけで6.26mx4.2m、庇も含めると、

10.21m x4.2mを測る。

遺構の切り合いは、みられなかった。

出土遺物は、柱穴から灰釉陶器高台付椀（1• 2)、

鉄製品 (3)の他、 わずかに土師器・須恵器の破片が

出土した。

1 • 2は、灰釉陶器の高台付椀である。底部のみで

ある。

3は、鉄製品の蟹目釘である。

第440表 第65号掘立柱建物跡出土遺物観察表

番t1：器：］］玉I手了IJI口径 1器高 1鍔 1:: IB胎 土 1:尭 ,.:I輛櫨［：色 調： I 残召~I［ロ，：土位置その他
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第571図 第65号掘立柱建物跡 ・出土遺物
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